






〔要約〕 

1975年 1月から 1979 年 12月迄に当院で出生または出生直後に送院されてきた1500g未満

の児 137 例につき IRDS の頻度や予後につき検討し次の結果を得た。 

1)出生体重 500～999g の児の死亡率は 45.0%であるが骨盤位分娩例は 12 例中 10 例が 7 日

以内に死亡,1 例は生後 13 日で死亡,生存した 1例にも頭蓋内出血が認められた。頭位分娩

例では,破水後 24 時間以上経過して出生すると,IIRDS 発症率(14.2%対 47.6%),死亡率

(18.1%対 38.1%)とも,非遷延例に比し良好であった。 

2)出生体重1000～1499g,在胎24～31週の児の死亡率は20.3%であったが,骨盤位,破水後遷

延の影響は 500～999g の児ほど大きくなかった。 

3)出生体重 1000～1499g,在胎 32 週以降の児には重症な IRDS,死亡はなかった。 

4)以上より出生体重 1500g 未満の極小未熟児では,在胎および体重を考慮に入れて更に細

かく分類して諸因子を検討することが必要であると考えられた。 

5)この期間に当院で出生した8747 例中 38 例に IRDS を認めたが,この中で 1500g 未満の児

の占める割合は 57.9%であった。 


